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昭和という時代の荒波も　
一途さも温もりもここにある！ 
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夜中に帰ったと思ったら電話が鳴って会社に引き返す夫――

蒸気機関車の時代からＪＲの変革期まで

　ＪＲ東日本発足時取締役の妻が綴る、

時代と共に生きた家族の物語。
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